母親の主体的生き方に関する一考察 : 家庭で乳幼児を育てる母親への子育て支援の課題 by 榎田 二三子 & Enokita Fumiko





























































































表 1 母親の年齢 表2 母親の職業の有無
年齢 人数 ％ 人数 ％ 
~19歳
゜
0% なし 155 87% 
20~24歳 6 3% あり 22 12% 
25~29歳 48 27% 無回答 1 1% 
30~34歳 63 35% 合計 178 100% 
35~39歳 32 18% 
40~44歳 6 3% 
45歳～ 1 1% 
無回答 22 12% 
合計 178 100% 
表3 子どもの人数 表4 子どもの年齢（複数回答）
人数 ％ 年齢 人数 ％ 
1人 117 66% 0歳 51 29% 
2人 48 27% 1歳 69 39% 
3人 12 7% 2歳 40 22% 
4人 1 1% 3歳 30 17% 
無回答
゜
0% 4歳 15 8% 
合計 178 100% 5~9歳 28 16% 




年数 人数 ％ 
~1年未満 0% 
1~3年未満 47 26% 
3~5年未満 54 30% 
5~10年未満 55 31% 
10年～ 19 11% 
無回答 3 2% 
合計 178 100% 
表6「変わったこと成長したこと」の内容
項目 人数 ％ 具体的記述










小計 54 34 





小計 50 31 
地域社会関連 視野の広がり 21 環境への興味•関心、公衆道徳、政治への関心など
弱者の視点の獲得 12 地域を子どもの視点で見る、弱者の視点・気配りなど
地域社会とのの連帯 24 地域社会・近所とのつながりが増加、地域社会への参加など
小計 57 35 




項 目 1人数 ％ 項目 人数 1 ％ 
3-2a （赤ん坊・子どもへの興味•関心） 3-2j（自己抑制）
子どもの心の動きに Iそうは思わない 3 2 自分の欲しい物が そうは思わない 18 10 
興味がある そう思う 173 97 我慢できるように そう思う 159 89 
無回答 2 1 なった 無回答 1 1 
合計 178 100 合計 178 100 
3-2b （赤ん坊·子どもへの興味•関心） 3-2k（視野の広がり）
幼児の姿をつい目で そうは思わない 10 6 日本や世界の将来に そうは思わない 66 37 
追っていることがあ そう思う 168 94 ついて考えるように そう思う 111 62 
る 無回答
゜゜
なった 無回答 1 1 
合計 178 100 合計 178 100 
3-2c（子どもをうまく扱える自信・逆転項目） 3-21 （視野の広がり）
小さい子どもの相手 そう思う 38 21 環境問題に関心が そうは思わない 19 11 




゜゜合計 178 100 合計 178 100 
3-2d（子どもをうまく扱える自信） 3-2m（運命・信仰・伝統の受容）
子どもっておもしろ |そうは思わない 6 3 物事を運命だと受け そうは思わない 81 46 
い存在だと思う そう思う 171 96 入れるようになった そう思う 96 63 
無回答 1 1 無回答 2 1 
合計 178 100 合計 178 100 
3-2e（積極的な養護的役割の受容） 3-2n（運命・信仰・伝統の受容）
将来子どもをうまく そうは思わない 62 35 運や巡り合わせを そうは思わない 87 49 
育てられるか心配で そう思う 115 64 考えるようになった そう思う 90 50 
ある 無回答 1 1 無回答 1 1 
合計 178 100 合計 178 100 
3-2f（積極的な養護的役割の受容） 3-20（生きがい・存在感）
将来我が子に慕われ そうは思わない 53 30 生きている張りが そうは思わない 24 13 
る親になれる気が そう思う 119 67 増した そう思う 154 87 
する 無回答 6 3 無回答
゜゜合計 178 100 合計 178 100 
3-2g（柔軟さ） 3-2p （生きがい・存在感）
角がとれて丸くなっ |そうは思わない 53 30 長生きしなげればと そうは思わない 38 21 
た そう思う 119 67 思うようになった そう思う 140 79 
無回答 6 3 無回答
゜゜合計 178 100 合計 178 100 
3-2h（柔軟さ） 3-2q（自己の強さ）
考えが柔軟になった Iそうは思わない 53 30 多少他の人と摩擦が そうは思わない 118 66 
そう思う 119 67 あっても自分の主義 そう思う 60 34 
無回答 6 3 は通すようになった 無回答
゜゜合計 178 100 合計 178 100 
3-2i（自己抑制） 3-2r（自己の強さ）
他人の迷惑にならな そうは思わない 18 10 自分の立場や考えは そうは思わない 51 29 
vヽよう心がけ~るよう そう思う 160 90 ちゃんと主張しなければと そう思う 126 70 
になった 無回答
゜゜
思うようになった 無回答 1 1 




項目 人数 ％ 





小計 16 8 
家族関連 家族 家族と旅行・外食 11 
一緒に3度の食事 1 
家族でゆっくり過ごす 1 
夫 夫の協力を希望 6 
夫とスキンシップ 1 
夫との外出 2 
両親 別居（姑と離れたい） 3 
実家の近くへの居住 1 
小計 26 14 




小計 10 5 
育児・子ども関連 子どもの発達の進み（排泄・言葉） 2 
子どもの成長（元気・楽しく） 4 
子どもの育つ環境づくり 3 
小計 ， 5 





小計 15 8 





個としての 自分の時間が欲しい 17 




友人との交流 友人と遊ぶ・食事・話す ， 




小計 113 60 
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